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る。この中で、Smithによる古典的なEIL論を出発点として、さらに KachruのWE (World Englishes)論、また近年の



























いる。従来の「国際英語」研究において最も有力であったWE論は、いわゆる Outer Circle の英語、すなわち英米の
 
旧植民地における「ポストコロニアル英語」を対象として発展してきたため、国民間での英語使用が一般的でない日
本のようないわゆる Expanding Circle における独自の産出モデルの可能性には否定的であった。これに対し筆者は、
国際コミュニケーションのための英語教育におけるモデルの問題にポストコロニアル英語の国内使用に関する理論を








析し、1. 国際英語の現状に関する知識の伝達 2. 国際英語の状況を模したロールプレイ 3. 英米語とは異なる多様な






















































?????????John Benjamins, Multilingual Matters, Springer, Regents/Prentice Hall (? Pearson), 
Pergamon Press (? Wiley) ???????????????????????????????????????



















????????????????????????????????????????? IPTEIL (Integrated 
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